
熊本市秋津校区 地区防災計画 作成までの道のり

熊本市秋津校区防災連絡会

キーワード：熊本地震、既存取り組みの活用、小学校との連携、地区への計画周知

熊本地震での被害状況
熊本市秋津校区は、熊本市内の東端に位置し、平成28年熊本地震で震度7の地震をわずか28時間の間に2度経験した益城町に隣接しており、市内で最も被

害の激しい地区でした。被災時には、宅地などに甚大な被害が発生する中、他県からのボランティアの協力も得ながら、自治会を中心として避難所運営や
安否確認などに努め何とか対応してきました。しかし、地震前に地区での明確なとり決めもなく、災害対応をする中で様々な課題が浮上する状態でした。

熊本地震からの復興 （計画作成までの経緯）
秋津校区では、熊本地震から得た教訓を基に平成30年4月には、熊本市が主導

する「校区防災連絡会」、「避難所運営委員会」を早期に設置し、熊本地震時の
課題を踏まえた「避難所運営マニュアル」を作成し、平成31年4月には、秋津小
学校の児童も含めた千人規模の「校区防災訓練」を実施しました。
マニュアル作成・訓練を行う中で、避難所運営だけでなく避難行動時の課題や

地震以外の災害（水害）が懸念されるのではないかとの課題が浮上してきたこと、
内閣府のモデル地区に選出されたことをきっかけに、既存の「避難所運営マニュ
アル」を核としながらも、地震時の避難所運営以外の課題も包括した「秋津校区
地区防災計画」を作成するに至りました。

※校区防災連絡会・避難所運営委員会：熊本地震の教訓を基に、地域による避難所
運営体制を整備するため作成された制度。各校区で設置されつつある。地域住⺠
の他に、施設管理者、地域在住の市職員（避難所担当職員）から構成される。

※避難所運営マニュアル：「事前準備編」「避難所開設・運営編」「様式集」の3
編からなるマニュアル。熊本市のマニュアルをたたき台として、地域の実情に合
わせ避難所毎に作成されたもの。

秋津校区地区防災計画の概要
秋津校区の地区防災計画は、熊本地震後に避難所毎に作成していた「避難所運

営マニュアル」を基本としているが、地区のリスク特性や校区で話し合って決め
た「校区ルール（避難所運営以外も含む）」、「やることリスト」を整理した
「地区防災計画」、校区全住⺠へ「校区ルール」の周知を促す「あきつ防災マッ
プ」の大きく3点から構成されている。
また、熊本市で初めての地区防災計画の作成※となるため、市全体のモデルと

して活用できるよう参考資料として計画策定までの分析結果等についても整理し
ている。

物資供給訓練の様子 千人規模の避難訓練の様子 避難所毎の訓練の振り返り

校区で抽出された課題 やることリスト（一部抜粋）

ワークショップ等での意見

【校区の防災力を向上するための校区ルール】

防災訓練の合同実施や防災関連の行事への参加、
情報共有などを可能な限り行い、日ごろから小・中学校との連携を積極的に図る。

●
（平常時）

（被災時）
緊急避難道路への、ゴミの廃棄や駐車の禁止を徹底する。●
緊急の場合は、所有者に連絡が取れない場合でもガレキや車の移動を可能とする。●

熊本地震の反省から、校区で決め
たルールです。全員でルールを守
り防災⼒を向上しましょう︕

【校区の防災力を向上するための校区ルール】

防災訓練の合同実施や防災関連の行事への参加、情報共有などを可能な限り行い、
日ごろから小・中学校との連携を積極的に図る。

●
（平常時）

（被災時）
緊急避難道路を確保し、早期の避難を実施する。●
緊急時には校区外避難（校区より北側）を検討する。●

熊本地震の反省から、校区で決め
たルールです。全員でルールを守
り防災⼒を向上しましょう︕

町内⼀⻫清掃時に水路や河川の状況を点検する。●

【地震編】

【洪水編】

あきつ防災マップ（例）
（地震編・洪水編を作成中）

【校区ルール（今すぐ取り組むこと）】
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項目 課題 地震 洪水
道路問題 道路が狭く避難車両が立往生すると緊急車両、歩行者も通れない可能性がある 〇

道路が狭くゴミが無秩序に出されると安否確認がしにくい 〇 〇
道路が狭くゴミが無秩序に出されると緊急車両が通れず物資の配給が遅れる 〇 〇
秋津小とまちづくりセンターが近く、避難者が集中し、道路も狭いため混乱が生じる 〇
避難路が狭い 〇 〇

避難所問題 マニュアル策定時と状況が異なっているため見直しが必要（策定時は仮校舎） 〇 〇
避難所が狭くすべての人を収容しきれない 〇 〇
洪水時は道路冠水等のため指定避難所に行けない可能性がある 〇
物資の配給方法などが決まっていないため、避難所運営時に困る 〇 〇
子どもの遊び場や妊婦さんの対応など、避難所でのルールが決まっていない 〇
ボランティア等に依頼する内容など受援方法が検討できていない 〇 〇
要援護者の把握や安否確認方法が決められていない 〇 〇
要援護者・要配慮者の避難方法がルール化されていない 〇 〇
児童の安否確認の方法などが整理できていない 〇 〇
被災時に散乱したゴミ等を片付ける際に連絡ができなくて困った経験がある 〇

洪水関係 地区全体が水に浸かりやすい地域 〇
避難場所が高くても避難する道が浸水している可能性がある 〇
川から逆流する可能性がある 〇 〇
1、2、2-1、3、9町内で浸水の懸念。特に3町内の間島団地は懸念される 〇
秋津小、まちづくりセンターは道路冠水が予想される 〇

避難行動時
の問題

項目 やること・やりたいことリスト
広報 地区防災計画を全住⺠に周知徹底する

ハザードマップをわかりやすく作り配布する（2020年4⽉に全⼾配布）
校区内の回覧板を発行し家庭での防災（自助）意識を高める（「あきつ防災」の発行）
地区防災計画の見直し（校区ルール、やることリスト：年1回）

要援護者関係 被災時の対応（各町内で誰が対応するか等）を決めておく
要援護者の100％把握と関係部署との連携
高齢者の増加に伴い、自助、救助、避難等の高齢者対策を検討する（関係部署と連携）
高齢者の避難開始指示が出た場合の避難ルールを検討し周知する

連絡体制 校区版安心メールの設定
避難実施の際の連絡体制を整える
LINE等を活用した情報発信体制の確立
町内放送で周知する（水害）

危険箇所点検 短時間であふれるマンホールを調べ周知する（各世代での地区歩きによる防災点検）
日頃から雨の状況による危険箇所レベル（子どもは通らない。バイク不可。車両不可など）を把握する
防災総合点検を行政、河川管理者、各自治会の立ち合いのもと、年1回実施する（①3つの河川と水路の点
検、②河川、水路への障害物及び樋門、排水施設の保守点検）

連携 学校との連携（担い手の発掘・育成など）
受援方法の検討

避難行動 各家庭で避難ルートを決めておく（あきつ防災マップで周知）
水害時に、どの警報が出たときに動き出すかを決めておく（個人、地区）
水害時の通学路を選定する


